
別紙4

介護ロボット導入効果報
止
巨 書（その1）

法人名（ みなと医療生活協同組合

事業所名（介護老人保健施設あったの森

サービス種別（介護老人保健施設

ｊ
ｊ
ｊ

(注） 介護ロボット毎に作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

装着型介護ロボット

(移乗・排泄・入浴）
HAL③介護支援用（腰タイプ）

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

平成29年2月9日 1 平成29年2月9日
年 月 日から

年 月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

･使用する業務：排泄介助

(トイレでの移乗介助や立ち上がり介助、 ヅ､ミ ツ ド上でのオムツ類の交換）

更衣介助（ベッドサイドでの上衣・下衣の交換、靴下や靴の介助）

移乗介助（ベッド・車椅子間の移乗、車椅子・椅子間の移乗）

･使用頻度：安全使用講習修了者9人を対象に、 1ヶ月あたり平均688分使用した。

(最高4,540分、最低0分）

【介護ロボットの導入効果】

･介護従事者の介助中の立ち上がり動作や左右の回転動作時に、介護ロボットのアシストによ

り腰への負担が軽減されている。

･介護従事者の腰への負担軽減に伴い、安定した動作で介護に従事する事ができ、利用者の安

心感につながっている。
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(みなと医療生活協同組合 ）
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(注） 介護ロボット毎に作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

装着型介護ロボット （移乗・排泄

入浴）

／

●

HAL@介護支援用（腰タイプ）

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

2017年2月21日 1台 2017年 2月 21日

【介護ロボットの使用状況】

○所有台数が1台のため、各フロアー職員が交代でベッド骨車椅子の移乗介助や、排泄・更衣な

介助の際に使用している ○


